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地球にやさしい有機系機能性材料の
開発を目指す

コンセプト



抗菌材料開発班



バイオマスを保持剤として用いた
抗菌性高分子材料の抗菌力持続性評価



新素材開発班 炭素繊維複合材料（CFRP）、生分解性材料など
新たな材料を調製する

高性能・高機能性CFRP複合材料の開発



CF/PP複合材料における新規相溶化剤iPP-PAAの添加効果

CFと熱可塑性樹脂の界面特性が悪い →  低物性
新規相溶化剤 iPP-PAA を混練することで、熱可塑性CFRPの力学物
性の向上を検討



キトサンを用いた冷凍食品用フィルムの作製

市場に出ている食品包装用フィルム 環境への配慮がされていない

天然の塩基性多糖類であるキトサンを用い、PVAと複合化した材料を作製
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相溶性
良好

固く伸びが無い、耐水性が不十分なフィルム
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可塑剤と架橋剤を添加す
ることで、キトサン＋PVA
フィルムに柔軟性と耐水
性および強度を付与

添加剤

キトサン＋PVAフィルム



生分解性を有する水溶性ポリマーを用いた
緑化材料の開発とその評価

環境に優しい材料を用いて緑化材料を調製する



農工連携班
バイオマス由来高分子を用いた育苗培土の

固化・ 成形技術に関する研究

水耕栽培による
ファームミュージアムの確立

オールバイオマスを前提とし、形を保持し育苗を阻
害しない、かつ農家の負担を軽減する簡便な機械
移植機用固化培土の作製技術を開発

農業の省力化や新たな農業形態・ビジネス
モデルの構築を支援



チェアスキーとは障碍者スポーツの一つであり、
座ったままスキー板を操るスキー

チェアスキー1)

1) http://www.wheel-chair.jp/sports_ski.php

・複数人の体格に対応していないため、詰め物が必要
・素材が安価であるがとても硬く、長時間の使用に負担がかかる
・きつく縛る必要があるため脱着が困難

チェアスキーを普及させるため
の子供用バケット部の問題点

クラスター研究室

シート部にプラスチックの優れた加工特性と、
ゴムの性質を持つ「熱可塑性エラストマー」と
「ビーズクッション」の使用

・走行中の密着性が良い
・長時間使用に際して

の体への負担を軽減
・交代する際の脱着性が

良い

2つの性能を合わせた
ハイブリットなシート部の作製


